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明
石
市
で
は
タ
コ
類
が
年
間
約
千
ト

ン
水
揚
げ
さ
れ
、
兵
庫
県
全
体
の
４
割

に
上
る
。
イ
イ
ダ
コ
や
テ
ナ
ガ
ダ
コ
も

含
ま
れ
る
が
、
大
半
が
マ
ダ
コ
だ
。
全

国
の
漁
獲
量
の
半
数
超
を
占
め
る
北
海

道
が
都
道
府
県
別
で
１
位
だ
が
、
世
界

最
大
の
タ
コ
と
さ
れ
る
全
長
３
メ
ー
ト

ル
の
ミ
ズ
ダ
コ
が
ほ
と
ん
ど
。
ゆ
え
に

が
死
滅
し
た
。
手
を
差
し
伸
べ
た
の
が

熊
本
県
の
天
草
。
現
地
か
ら
10
ト
ン
、

約
３
万
７
千
匹
の
抱
卵
し
た
雌
ダ
コ
を

船
で
運
び
、
明
石
沖
な
ど
で
放
流
し
た

と
い
う
。

１
９
８
４
年
に
も
低
水
温
で
被
害
を

受
け
、
天
草
か
ら
親
ダ
コ
を
10
ト
ン
購

海のまちに生きる

「未来へ残す」意識高め  
資源保護　

タコ釣りのルールを書いたチラシを配るため沖へ。明石市内５漁協が連携して
取り組んでいる＝いずれも明石沖

入
し
て
放
流
。
産
卵
用
タ
コ
つ
ぼ
６
千

個
も
海
へ
投
入
し
た
。

現
在
、
明
石
の
漁
師
の
６
～
９
割
が

タ
コ
漁
に
関
わ
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

危
機
を
脱
し
て
い
な
け
れ
ば
、
明
石
の

海
や
漁
業
は
様
変
わ
り
し
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
。

タ
コ
つ
ぼ
の
中
で
、
母
ダ
コ
が
卵
塊
を
守
っ

て
い
る
。
つ
ぼ
は
引
き
揚
げ
ら
れ
た
が
、
再

放
流
し
た
（
明
石
浦
漁
協
提
供
）

産
卵
用
タ
コ
つ
ぼ
を
海
へ
投
げ
入
れ
る
漁
師
た
ち
（
明
石
浦
漁
協
提
供
） 

明
石
は
「
マ
ダ
コ
の
水
揚
げ
日
本
一
」

と
さ
れ
る
。

明
石
ダ
コ
が
絶
滅
の
危
機
に
陥
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
１
９
６
３
（
昭
和
38
）

年
の
「
サ
ン
パ
チ
冷
害
」
で
海
水
温
が

４
度
ま
で
下
が
り
、
寒
さ
に
弱
く
５
～

６
度
で
死
ぬ
と
さ
れ
る
マ
ダ
コ
の
多
く

ウ
ミ
の
ま
ち
明
石
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「
店
か
ら
逃
げ
た
タ
コ
が
魚
の
棚
商
店

街
を
歩
く
」。
鮮
度
落
ち
が
早
く
生
で

購
入
で
き
る
機
会
が
少
な
い
だ
け
に
、

生
き
た
タ
コ
を
見
て
驚
く
観
光
客
も
多

い
。
海
に
近
い
か
ら
こ
そ
目
に
で
き
る

光
景
だ
。

明
石
ダ
コ
は
「
品
質
も
味
も
日
本

一
」
と
評
さ
れ
る
。
明
石
海
峡
付
近
の

速
い
潮
流
に
流
さ
れ
な
い
よ
う
踏
ん
張

る
た
め
足
が
太
短
く
、
身
が
締
ま
っ
て

筋
肉
質
。
エ
ビ
や
カ
ニ
、
貝
な
ど
豊
富

な
餌
を
食
べ
て
お
り
、
甘
み
が
あ
っ

て
、
か
む
ほ
ど
に
味
が
出
る
。

ゆ
で
上
が
る
と
小
豆
色
に
な
る
の
も

特
徴
だ
。
林
崎
漁
協
（
明
石
市
林
３
）

近
く
の
水
産
加
工
業
「
魚
六
商
店
」
で

は
６
～
８
月
に
仕
入
れ
、
多
い
日
で
一

日
に
５
～
６
ト
ン
ゆ
で
る
。
内
臓
を
取

り
、
足
の
間
を
切
り
、
塩
も
み
、
釜
あ

げ
、
冷
却
し
、
サ
イ
ズ
ご
と
に
箱
詰
め

す
る
。「
旬
の
明
石
ダ
コ
を
、
生
き
た

海のまちに生きる

◇

マ
ダ
コ
の
寿
命
は
１
～
２
年
。
明
石

沖
で
は
お
盆
を
過
ぎ
る
と
産
卵
時
期
を

迎
え
、
年
内
に
ふ
化
、
寒
さ
を
し
の
い

で
春
に
水
温
が
上
が
る
と
「
１
潮
（
15

日
）
で
倍
」
の
速
さ
で
成
長
す
る
。
県

水
産
技
術
セ
ン
タ
ー（
二
見
町
南
二
見
）

の
長
浜
達
章
主
席
研
究
員
（
58
）
は

「
漁
獲
量
の
変
化
が
大
き
く
、
資
源
量

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
種
苗
生
産
も
難
し

い
。
小
さ
い
も
の
は
海
へ
戻
す
な
ど
、

今
あ
る
資
源
を
大
切
に
す
る
方
が
現
実

的
」
と
解
説
す
る
。

明
石
市
で
は
１
９
６
６
年
か
ら
、
産

卵
用
タ
コ
つ
ぼ
投
入
事
業
を
毎
年
実

施
。
昨
年
も
約
３
千
個
を
５
漁
協
で
分

担
し
て
海
へ
沈
め
、
総
数
は
18
万
個
を

超
え
た
。
豊
か
な
海
づ
く
り
と
し
て

２
０
０
９
年
度
か
ら
昨
年
度
ま
で
、
タ

コ
の
好
物
で
も
あ
る
貝
類
の
ウ
チ
ム
ラ

サ
キ
を
放
流
し
て
き
た
。

全
国
的
に
も
珍
し
い
取
り
組
み
と
し

て
、
２
０
１
０
年
か
ら
、
抱
卵
し
て
い

る
「
子
持
ち
ダ
コ
」
が
入
っ
た
タ
コ
つ

ぼ
を
引
き
揚
げ
た
場
合
、
市
漁
業
組
合

連
合
会
（
市
漁
連
）
が
買
い
取
り
、
再

放
流
す
る
制
度
を
導
入
。
母
ダ
コ
１
匹

で
10
万
個
産
卵
す
る
と
さ
れ
、
卵
塊

は
「
海
藤
花
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
６
年

間
で
２
千
個
超
の
つ
ぼ
が
海
へ
戻
さ
れ

た
。

◇

市
漁
連
は
先
月
の
「
海
の
日
」、
タ

コ
釣
り
を
し
て
い
る
人
に
チ
ラ
シ
を

配
っ
た
。
明
石
沿
岸
で
は
漁
業
者
以
外

許
可
な
く
タ
コ
を
捕
獲
で
き
な
い
が
、

海
上
に
は
「
多
い
日
で
千
隻
ほ
ど
プ
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
が
見
ら
れ
る
」（
地
元

漁
師
）。
こ
れ
ま
で
は
「
禁
止
」
を
強

調
し
て
き
た
が
、
独
自
ル
ー
ル
を
作
っ

て
今
年
か
ら
「
守
っ
た
上
で
楽
し
ん

で
」
と
方
針
転
換
し
た
。

「
タ
コ
が
い
な
い
と
明
石
の
漁
師
は
生

活
で
き
な
い
。
自
然
の
資
源
を
未
来
へ

残
す
意
識
を
漁
師
自
身
も
高
め
、
多
く

の
人
に
漁
師
の
思
い
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
市
漁
連
の
橋
本
幹
也
会
長

（
57
）。
長
期
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

で
、
海
へ
思
い
を
注
い
で
い
る
。

（
２
０
１
６
年
８
月
17
日
掲
載
）

 

兵庫県の市町別タコ類漁獲量
(2014 年、トン）

① 明 石 市 1,096
② 淡 路 市 933
③ 姫 路 市 127
④ 南あわじ市 126
⑤ 神 戸 市 104

都道府県別のタコ類漁獲量
(2014 年、トン）

① 北 海 道 １万 8599
② 兵 庫 2,637
③ 香 川 1,235
④ 青 森 1,120
⑤ 福 岡 1,102

（
農
林
水
産
省
海
面
漁
業
生
産
統
計
調
査
）

鮮
度
が
命
、
素
材
を
生
か
す

加
工

ゆ
で
ら
れ
小
豆
色
に
変
わ
っ
て
い
く
明
石
ダ
コ
。
魚
六
商
店
で
は
職
人
技
で
１
匹
ず

つ
ゆ
で
加
減
を
調
整
す
る
＝
林
３

ウ
ミ
の
ま
ち
明
石


